
令和３年度第１回三沢市中小企業振興会議議事録 

 

１．開催日時  令和３年５月２５日（火） １４時００分～１５時４０分 

 

２．開催場所  三沢市役所 本館４階 大会議室 

 

３．出 席 者   前田会長、奥崎委員、片山委員、中村委員、山谷委員 

         花田委員、稲川委員、野村委員、久保委員、保坂委員 

 

４．欠 席 者   月舘委員、附田委員、笹委員、豊巻委員、田村委員 

            中下委員 

 

５．事 務 局   吉村経済部長、長根経済部参事兼産業観光課長、 

         中村経済部副参事兼産業観光課長補佐 

         古舘係長、山内主査、山内主事 

 

６．開催概要 

◎第１回振興会議 

⑴ 開 会 

⑵ 議 事 

・議長は、規則第４条第１項の規定により、前田会長が務めた。 

・事務局より下記案件について、資料に基づき、内容等について説明した。 

    案件１ 前回の会議の振り返り 

    案件２ 検討事項の絞り込み 

  質疑応答 

⑶ 閉 会 

  



７．会議概要 

（１）案件１，２について質疑応答 

発 言 者 内  容 

前 田 会 長 まず、案件⑴ 前回の会議の振り返り について、事務局

より説明をお願いします。 

事 務 局 （事務局より案件１について説明） 

前 田 会 長 只今事務局から説明がありましたが、これについてご異議

ございませんか。 

前 田 会 長 ないようですので次の案件に移ります。 

案件⑵検討事項の絞り込みについて、事務局より説明をお

願いします。 

事 務 局 （案件２・共通課題１について説明） 

前 田 会 長 只今事務局から、共通課題１について、説明がありました

が、意見や質問等ございましたら挙手にてお知らせくださ

い。 

久 保 委 員  まとめてもらったのと違うことを少々考えていたが、日本

全国どこでも、人口を増やしていけば地元に残る人も増え

るのではないか。今のこの課題とはちょっとずれるかもし

れないが、人口を増やすということについても取り組んで

いくことが必要かと思うので、三沢市の人口の増加のため

に、子どもを産みやすい、育てやすい環境づくりというこ

とからやっていけるのではないか。 

稲 川 委 員 「前回までの振り返り」と重複するところがあるが、やは

りこの地元に雇用の場を多く生み出して、若者がこの三沢

市に骨を埋めるという考えを持ち、この地域のために、そ

れぞれの職業を通して地域に何か貢献できるという生きが

いを感じながら三沢市で過ごしていってくれることが、人

口の増に繋がり、三沢市の潤いに繋がるのではないか。 

山 谷 委 員 ひととおり前回の分を見させていただいた。高卒大卒の段

階で市外に移っているという部分はある。私の視点になる

が、学校によっては大学に進学する生徒が多い学校さんと、

実業関係で今、専門学校に進む生徒さんが結構多い。専門

学校に進むとなるとその専門技術を身に付けるという形に

なるので、それぞれの若者が自分で何を身に付けたいかに



よって選ぶ専門学校が違ってくるが、やはり色々な技術を

身に付けるといったときには関東近辺の方が専門職の方が

多いので専門学校も多い。そして、青森でもそうだけれど

も、専門学校として就職のときに顔が利くという意味で、

やはりその専門学校があるところに就職させやすいという

のがあり、見ていると、県外の専門学校に進んで、専門学校

の先生の勧めでそこの地域の企業さんに就職してしまって

いる方も結構いるのではないかなと感覚として受けてい

る。色々な企業・色々な内容があるが、就職を指導する学校

があるところがやはり強いかなと感じている。 

花 田 委 員 今お話を聞いていて、先日高校の学校先生とお話したとき

も、最近はとりあえず就職というよりもまずは進学という

親御さんが多いという話を聞いた。就職が厳しくなるとと

りあえず専門学校に行って、２年してから就職しようとか

いう生徒さんが多いという話で、私は昨年から専門課程を

別にして、一般の生徒さんでも、とにかく来て、働く意志が

あるのであればということで可能性を上げたところ、そう

いう生徒さんも結構いる。なので、その辺に目を転じてや

って、企業側の方も、入社した人を育てるという責任のよ

うなものを持ちながら、若者を育てていくということも大

事なのかなと。なかなか専攻している生徒さん学生さんを、

という話になるとなかなかいないので、こういったところ

で企業側の方も努力をしながら、ということに最近なって

きていると思っている。 

野 村 委 員 確かにうちも息子がいて、戻ってくるかは分からないが、

三沢高校に行って大学の方に行っている。最近、勤めても

合わなかったら戻ってきてもいいよ、という親も多くて、

一旦就職するけれども意外と一年や半年で戻ってくる人が

いて。お恥ずかしい話うちでも、うちを辞めたけれどもま

た戻ってくるという人がいる。昔だとちょっと都合が悪く

て戻って来られないのではないかと思うと意外とそんなこ

ともなくて、普通に「ちょっとまた働きたいんですけど」と

いう若い人の声もあったりするので、一年半年で戻ってき

たときに、その子たちが頼れるところが学校なのか、そう



いったところで受け入れる気はあるのかというのを提案す

るというのもひとつの案なのかなと思っている。 

本来大学だったらインターン研修ができるが、今このコロ

ナ禍で、それもなかなかうまくいかなくて、県外への異動

もできない。仕事のことを知るに当たっては実習であると

かインターンが一番必要だけれども、全くそこまでいかな

い。となると、この県内だけで動くパターンの中で、高校で

あるとか、大学の方にも、一日二日でも、色々な企業を体

験、理解してもらいたい。「やりたい仕事が地元では見つか

らない」と思い込んでいる部分もあると思う。当然企業も

放置プレイじゃだめなので、ちゃんとやってあげなければ

いけないけれども、そういうところもお互い協力しなけれ

ばいけないのではないかと考えている。 

保 坂 委 員 まずひとつ、もし分かれば質問で、２ページ目共通課題１

の分析結果「⑴進学や就職を契機とした都市部転出が多

い」という中で、県全体での県外転出のピークはやはり

18 歳と 22 歳というのは、三沢だと近郊の大学というとか

なり限られてくるのかなと。当然三沢市内では大学がない

ことを鑑みると、やはり八戸とかの大学に通われている学

生さんが多いのかなという印象があるが、そんな感じであ

るか。 

事 務 局 実際にははっきりとしたデータは取っていない状態であ

る。というのも、例えば住所で追うにしても、住所をそのま

まにして通っているパターンもあるからであり、高校に進

路状況を尋ねることはできるので、混同されているデータ

のベースであれば、お示しすることができるかとは思う。

「三沢でいうとこういう形になってるよ」というデータも

必要かとは思うので、調査をさせていただきたい。 

保 坂 委 員 ありがとうございます。 

多分実際に大学がある市、八戸市さんだったり十和田市さ

んだったりというところと、地元に大学がない市というと

ころの比較が必要になってくると思っている。 

二点目として、３ページ目「三沢特有の要因ではないか」と

いうのが、まさにそのとおりだと私も拝見しながら感じて



いた。実際私も六ケ所村へ通勤していた期間が十年以上あ

ったので、その感覚からいくと、やはり三沢市から六ケ所

村に通勤する方、この数字が 31％というのはかなり大きな

数字だなと思っている。ただ一方で、最近私も仕事がらみ

で六ケ所村にちょこちょこ顔を出しているが、長時間通勤

が問題になっていて、なかなか女性の方々が、軒並み六ケ

所へ冬場通えないと言って退職するというケースが最近見

受けられているそうである。やはりその長時間の通勤、男

性だとなんとか耐えられるが、女性だと家庭のこと等を考

えると断念せざるを得ないというのが一部あるのかなあと

思っている。ただ一方で、その⑵「定住へのサポートや間接

的な支援は見込まれる」とあり、実際のところ私も、当時働

いていた人たちとちょっと意見交換をしたが、やはりお子

さんが産まれたタイミングや、ある程度小学校、中学校に

上がったタイミングで、将来の高校や大学のことを考える

と、八戸や青森に家を建てるというケースがかなり増えて

きていて、そういった意味では「お父さんだけ頑張って長

時間通勤してください、あとは皆さん八戸とか青森に住み

ます」というケースが、かなり今増えてきていると聞いて

いる。なので、この「定住へのサポート」という部分は、比

較的六ケ所村に通勤している方々で、比較的若い年齢層に

は効くというところは少しあると思っている。 

前 田 会 長 次に、共通課題２について、事務局より説明をお願いしま

す。 

事 務 局 （案件２・共通課題２について説明） 

前 田 会 長 只今事務局から、共通課題２について、説明がありました

が、意見や質問等ございましたら挙手にてお知らせくださ

い。 

片 山 委 員 今回の共通課題２、私なりにポイントになるなと感じたの

が、高校生の方でも若い方でも、離職率の部分である。離職

率というのは雇用する方にも雇用される方にもミスマッチ

があって、お互いにデメリットがある。３年なり５年なり

経営者の方は社員を育てたのに、合わないと言って辞めて

いくのはコスト的にも大変だろうし、辞める若い方々も、



何か無駄に時間を費やしてしまったという罪悪感を持ちな

がら辞めていく方が多いと感じているので、この離職率を

下げるために、何か仕掛けがやはり必要なのではないかと

感じている。例えば、同じ世代同士だったり、同じ悩みを抱

えた方々がひとつのテーブルに着ける機会を作るとか、そ

ういった悩みを抱えた方が、会社の同僚に仕事のことをな

かなか打ち明けることはできないだろうし、全然違う畑の

方と話をすることで、少し新しい活路が見出せるのではな

いか。今は一生一つの仕事をするという時代ではないのか

もしれないが、むしろ逆に、ひとつの仕事に執着して、一生

三沢でやっていくというところも、これから強く求められ

るという気もするので、そういうところに手を差し伸べら

れるような、行政なり、企業さんの仕掛けを何か作ってほ

しいというのが私の意見である。 

前 田 会 長 委員同士でも交流をした方がいいということだと思われ

る。 

奥 崎 委 員 三沢に限らず県内全域の話で、少し前は、やはり少子化と

いうことがやはり影響しているのか、人手不足ということ

で、なかなか企業さんが求人を出しても人が来ないという

ことで、大変あちこちから相談があった。それでいて、やは

り若い人が就職してすぐ辞めるというのには、辞めてもど

こにでも就職できるという意識があって、少しでも気に喰

わないと色んな選択肢が就職にはあるのではないかと考え

て辞めてしまうという、ちょっとした悪い循環があったの

ではないかと考えている。 

中 村 委 員 私も職業柄、金融機関さんや、上場一歩手前のような規模

の企業の人事部の方と色々話をするが、会社規模が大きく

ても、なかなか人が集まらないそうである。５年１０年前

に比べれば、本当に苦労している。そうすると地元の中小

企業の方だとさらに苦労されていると思うが、５ページの

⑵の部分、ここがヒントになるのかなあと。「小規模事業者

ほど採用に関する取組を行っていない」というところで、

「20 人未満で特に取組を行っていない企業が 53.9％」とい

う部分で、取組を行っていないというか、取組を行えない



状況にあるというのが正しいのかなというところで言う

と、なかなか一社だけで採用に関する仕組みを、お金をか

けて作るというのはなかなか厳しいと思うので、例えば三

沢市として、それが民間団体になるのかどうかは分からな

いが、そういった仕組みを作るなど、個社支援でいうとや

り方で、例えば SNS を若い方は見るわけなので、そういっ

た SNS を活用した採用方法などを、個社に向けてアナウン

スしていくというような方法があるのかなと考えていた。 

保 坂 委 員 今の中村委員のお話で、参考になった点が一点あって、三

沢市内の事業者さんが実際受託されている事業で、求人票

の書き方のアドバイスだとか、あとは副業兼業人材とのマ

ッチング事業があり、確か東北経済産業局の事業であるが、

私は五戸町の方からそちらに参加しており、実際に昨年一

年間、色々その求人票の書き方ひとつからアドバイスを貰

ったところ、やはり応募がかなり増えた。「20 人未満の会

社」で、専任で人事の人間がいるケースはかなり稀だと思

うので、そういったところで、ある意味手取り足取り教え

ていただける、伴走してくれるアドバイザーの方がいると、

非常に心強いのではないか。そういった事業を、例えば行

政の方から支援してあげることが、かなり必要になってく

ると思っている。 

次の 6 ページ目、⑴「まずは子どもを預けられる環境整備」

と掲げているが、実際三沢市の子どもを預けられる環境の

充足状況は一体どのようなものであるか。ここの「県民意

識調査」や「県労働条件実態調査」は、あくまで青森県の実

績であって、三沢市の比較で出さなければあまり数字に意

味がないと思うので、そこも調べるべきではないか。 

野 村 委 員 今の保坂さんのお話で少し思ったことがあった。例えば子

どもを預けられるというか、実際子供が産まれて、自分が

働いていて、子どもを見てほしいというときに、青森県は

比較的見てくれる人がいると言われたことがあって、津軽

の方では確かに、家族で、おじいさんおばあさんと一緒に

住んでいて、近くに親戚もいるので預けられる、という話

だったが、三沢だと、それこそ原燃さんとか自衛隊等、私も



そうだったが、実際見てくれる人はいない。だからお金を

かけてまで子どもを預けているので、青森県全体の数字を

出して、子どもを預けられる環境だというのは違うぞとい

う話はしたことがあった。その分三沢市では色々な施設を

作ったり、コミュニティを作ってみている状況にはあるの

かな、と感じている。 

4 ページの「母数減」の話で、三沢に高校は三沢高校と三沢

商業のふたつしかない。ただ、それぞれの学校も三沢市民

が通っている割合は少なくて、半分は近隣の自治体から通

ってきている。三沢市民は本当に優秀な学生が多くて、八

戸高校などに行っている子が多い。その中で高校卒業して

進学するにあたって、先生が「あなただったらここに行け

るよ」と勧めるのが、北海道の大学が非常に多い。そうなっ

たときに、やはり学校の方も就職率、進学率を上げるため

に、推薦や、入れる学校を勧める際、県内ではなく、大体名

寄などの北海道や仙台などを勧める傾向にあり、それはそ

れで仕方がないとは思うが、そういった学生さんに向けて

の「三沢市にこんな仕事がある」等、三沢から近隣の八戸な

どに行っている学生さんも三沢市民には多いので、そうい

うところにどのようにアプローチしていくかというのもひ

とつの考え方ではないか。 

花 田 委 員 今色々皆さんの話を聞いていたが、やはり私は離職率とい

ったところだと思っている。よく七五三と言われるが、大

体数字に出ているとおり、我が社もやはり高卒で入って半

分近くが、３年未満ではないけれども離職している。そう

みると、今までの私たちの、とにかく入社してくれれば何

とかなるだろうというほったらかしの体制っていうのもあ

ったのも確かだった。今の若い人たちは、教育してやらな

ければなかなか、「それは聞いていません」「教えてもらっ

ていません」と片づけられるところがある。 

ひとつ提案があって、やはりうちの会社もそうで、毎年一

人二人の若い人方が入社されて、一番近い先輩格を半年や

一年着けるようにはしているけれど、なかなか同じような

歳がいない。市内で春先によく、30 人 40 人集まるような新



入社員のマナー研修みたいなものがあったかと思う。同期

の仲間として、定期的にでもいいので、何かの機会に集ま

って、情報交換してもらうなど、異業者の集まりというも

のを開いてはどうだろうか。話は戻るけれども、うちに入

ってきても先輩はいるけれども同期がいない、近いような

歳がいないということがあって、悩んだりなんかするのも

結構多いみたいなので、そんなことで、同期を作るという

ことがいいのではないかと思っている。 

久 保 委 員 離職率で言えば、うちの会社も新卒が３人入る時期とかあ

ったが、最初面接した時は「電気工事やりたいです」という

感じで入ったものの、入った後三か月とか四か月で辞めま

すとなったときに、「なんで？」という話をしたら、「実は私

民宿関係に行きたかったんです」ということがあった。「じ

ゃあなんでうちの会社選んだの？」と言ったら「三沢だし、

先生が勧めたので」という返答で、まあその学校の勧め方

もどうなのという思いがあったのと、勧められても子ども

たちが、「自分はこうしたいんだよ」というのが言えない、

言いにくいのかな、自分の意思をはっきり持てていないと

いうのが問題なのではないだろうか。自分の意見をはっき

り言える、夢を、やりたいことを見つけられるという育て

方を、高校卒業するまでの間にしておくべきなのではない

かと思っていて、何とかできないものか。時間がかかって

も、やはりどこかでやり始めないと、ずっと同じことを繰

り返すのではないかと思っていて、それを幼稚園なり小学

校、中学校での義務教育の間に、何か考えられるような子

たちが育てられないだろうか。例えば会社に入ってきても、

我慢できない子どもたちが多いので、すぐに辞めたいとい

う話にもなるし、入ってきて「やる気がないです」という話

をされたりもする。やる気がないのであればどうにもでき

ない、そういう子たちが増えているのに、少し危機感を感

じているので、その辺の対応を小さい頃からできないかな

と思っている。 

山 谷 委 員 高校生の職業相談というものがあり、そのカウンセラーに

聞くと、やはり相談している子は就職を希望してはいるけ



れども、何に就きたい、何をやりたいということがはっき

りしない子が結構多い。「これがやりたい」という人の場合

は、ここの専門学校行く、こういうことをやるために大学

の何学部に進むということになるが、結構な数の生徒は何

がやりたいのか、進学もあるし、就職もあるし、だけどどう

すればいいのかいまいち自分の中で方向性が決まってな

い。なので、とりあえず進学しようかなとか、経済的な理由

でとりあえず就職しようかなという人は、自分の好みとか、

これはどうだったのだろうとかいうのを考える時期が、勤

めてから来てしまうのだろうと思う。確固として「看護婦

さんになりたい」という人で、看護学校に行って、それから

勤めてという人であまり辞める人はいないというのがある

が、その辺はやはり、今は大事に育てられているので、ある

程度自分を思った意見は通っていくし、親もそれだけ手を

かけて育てている。自分で自分の意思が分からない、はっ

きりしないで育ってきてしまったという子が多いというこ

とを感じるということは聞いたことがある。離職率が高い

っていうのは今始まったことではなくて、元々三か月くら

いで合わなければ辞めるというお子さんは沢山いたが、そ

れがやはり減らないのは、そこら辺のところがやはり重要

なところではないか。 

前 田 会 長 次に共通課題３について、事務局より説明をお願いします。 

事 務 局 （案件２・共通課題３について説明） 

前 田 会 長 只今事務局から、共通課題３について、説明がありました

が、意見や質問等ございましたら挙手にてお知らせくださ

い。 

中 村 委 員 少し話が逸れるかもしれないが、最後のページに廃業が 58

社あったという記載があって非常に心を痛めている。リー

マンショックの辺りは非常に景気が悪くて、その前で言う

と、東日本大震災の辺りが、非常に企業さんの皆様が苦労

された時期で、政府の方でもセーフティネットという、経

営者の方に資金提供していく当協会の定石を使って、銀行

さんから融資を受けるという形で対応したが、今回もそう

いう状況である。資金が一程度市中に出回っているので、



現状倒産は小康状態ということだけれども、ただ大体半年

くらいすると、やはりキツイ先というのはどんどん出てく

る。リーマンの時も震災の時もそうだったが、誰にも相談

できなくて、要は破産、廃業したいですと弁護士さんに駆

け込む。それで法的手続きを取って、その事業自体がなく

なってしまう。当協会ではその辺りを今回大変危惧してお

り、そういった企業さんができるだけ減るように、どんな

お悩みでも聞きますよ、というＤＭを近々発送する。当協

会独自の、専門家を派遣するという事業も自前の予算で提

供しているので、そういう形のもので対応したいと考えて

いるが、やはり、廃業された方がどこかに相談したのか、す

るところがなかったのか。取引金融機関さんでも、中央会

さんでも行政でも、保証協会でもいいので、多分そこの周

知が今後大事になってくるのではないか。保証協会という

のは４、５年前から経営相談をやるようになって、まだま

だお客様からは知名度が低い機関ではあるが、当協会の方

でも、弁護士さんの方に行く前にどこかに相談してくれと

いうアナウンスを金融機関さんと一緒にやっていきたいと

考えている。是非その辺りを三沢市さんの方でもご協力を

いただければと考えている。 

片 山 委 員 私からは中央会の立場ということで、with コロナ・after コ

ロナの関係で、様々な国・県・市の支援策があるが、昨年か

ら今もピークで、中小企業者の皆様における各保証制度の

申請業務をお手伝いするということをやっている。そこで

少し感じているのは、割とこういった施策を柔軟に活用で

きる企業さんの色分けというか、ランクがある程度見えて

きていて、やはり企業の組織としてある程度人数がいたり

ですね、財政状況もある程度あるところは活用がスムーズ

だが、本当に支援が必要な、一人二人で商売されていたり、

なかなかインターネット環境もないような小規模事業者へ

のサポートというのは、我々からも何もする術がないとい

うのが実情で、そこが非常に悩ましいところであると感じ

ている。 

とは言え国の方は、事業再構築ということで、おそらくこ



こに焦点を置いて、コロナ禍をきっかけに、皆さんの事業

を改めて見直して、効率化を図って、人材教育をして、IT

化をしてということで、色々宿題を押し付けられているが、

それに対応できる企業さんが果たしてどれくらいいるの

か、非常に私としましては心配していて、三沢市内の企業

さんにおいても色々お手伝いしているが、なかなか全体的

に支援できていないのが実情である。行政の方でも、その

辺りを細かくフォローしてほしいと思っている。 

野 村 委 員 助成金の話もだが、今、弁護士さんの話で思い出したこと

がある。以前はあまりなかった弁護士さんの財務整理に関

するコマーシャルが今非常に多いと感じている。それで簡

単にできるんだな、クレジットカードでもなんでも、とい

う軽い気持ちでやってしまって、法的措置を取るというこ

とになったときに、何がどうなるかというと、うちであっ

た事例として、住宅を建てる際に、銀行融資を受ける場面

で、実は軽い気持ちで財務整理をしてしまったということ

になる。大した金額ではなかったはずなのに、それはやは

り弁護士さんを通したおかげで、融資を受けるのに少しま

ずいということで、今金融機関を転々と探しているという

事例があった。やはりテレビや新聞の情報を頼りがちで、

商工会さん等に相談できなかったときには、入ってくる情

報の方が多いので、そっちに気軽についつい相談して、や

ってしまって後でブラックリストに載って取り返しのつか

ないことになったことが結構あるらしいので、どういうふ

うに情報展開していくかということが大事になってくる。

どうしても国や県の事業、助成金は、タダでお金を貰える

ので、書類を読み込むのも大変だし、なかなかピンとくる

ものがなくて、そういったところで色々アドバイスをいた

だいたら支援を受けやすいというのはあるので、例えば何

十ページもある書類をざっくりまとめたような、色んなも

のをどこかで提供するとか、そういうのが非常に大事にな

ってくるのではないだろうか。 

今のコロナ禍で思ったことが、うちは住宅建設をしている

ところで、よく展示会や見学会をやっていたけれどそれが



できなくなってしまって、予約制でやることになった。そ

したら意外と冷やかしが来なくなって、本当に建てたいと

いう方がいらっしゃって、そうなると本当に密なお話とか、

結構上手く行っていて、意外と需要がある。それは三沢市

で補助金があるからというケースもあるかもしれないが、

今まで、「この人建てるのかな」とも思って対応したら実は

あちこち回っているただの冷やかしだったということがな

くなった。この倒産件数にもありますけど、このコロナで

すごく大変なところもあり、食肉なんかも大変だと聞いて

いるが、言い方は悪いかもしれないが、よくマックやケン

タッキーが黒字ということを聞いていて、そういうところ

でも上手くいっている会社もあるので、意外とダメなこと

ばかりではないのではないかと少し思っている。 

花 田 委 員 コロナに関してはうちの会社でのことしか話はできない

が、大きく変わったのは、やはりそれまでやっていた朝礼

や社内の会議、それらすべてグループウェアを使った方法

に変えたというところである。それによって当時はかなり

色んな影響があるだろうと思いきや、一年くらいやってい

るがほどんど変わりない。今までの会議はなんだったんだ

ろうというところも非常にあるが、逆に言うと、社内で色

んなネットを使った会話というのがどんどん出来てきた。

打ち合わせも、ある意味では密に、３密ではないが、細かい

ところの打ち合わせもできるようになってきたというとこ

ろが、大きなプラスの要因であると思っている。そういう

ところは必要に応じて、コロナの後また元に戻るわけでは

なくて、今のスタイルを続けていくということなので、今

のこの環境をもっともっと進化させていきたいと感じてい

る。 

保 坂 委 員 今の花田委員のお話にも関連してくるが、私も働き方改革

のコンサルをやらせてもらっている上で、やはり実際に、

今回 8 ページの分析・検討のところにもあるように、やっ

ぱり ICT 化を進めたところは効果を実感している割合はか

なり高くなっているなあと感じている。ただ一方で、導入

していない理由は「業務に適していないから」と答えてい



るという事例もあるが、これはその事業者が「業務に適し

ていない」と思い込んでいるだけで、実際に業務を第三者

が分析していくことになると ICT 化できる部分も結構あ

る。そういう意味も含めて、単純にタブレット入れたから

効率化するというよりは、そこに至るまでの業務の見直し、

今までの仕事の見直しという部分に取り組んでいかなけれ

ば、ただタブレットを導入して使わないでその辺に放置し

ておくという事例もなきにしもあらずなので、そういった

ところで、ここの部分、ICT 化且つ働き方改革、業務の見直

しという側面から、例えば自治体さん含めて、なかなか自

力ではできない事業者さんに手を差し伸べていくという体

制が必要ではないかと感じている。 

稲 川 委 員 もし情報があったら教えていただきたいが、「業務に適して

いない」というのは、具体例として、「こういったことがこ

うで、こういった ICT 化はうちの会社のこういうところに

適していません」というものは挙げられるか。。 

事 務 局 後ほど回答させていただきます。 

稲 川 委 員 確かに建設業等々の専門業で、実際、端末上で情報を処理

するとかではなくて、実際現地に行って物理的な作業をし

て商品になる、初めてお客さんに商品を渡す、みたいな場

合であれば、ICT 化を目指そうとしても、人と接して、打ち

合わせもして、物も決めて、商品を作ってという意味では

「業務に適していない」のかなと、我々専門業としては感

じている。あとは事務局で、ほかの業種の場合、どのような

感じで ICT 化が業務に合っていないのかというのを、もし

情報いただければ幸いである。 

共通課題３、７ページ、「⑶飲食サービス業が最も大きい」

とあるが、私も実際に青年会議所や飲食サービス業に携わ

っている経営者の友人も多く、どれだけの被害があり、今

厳しい状況にあるかという話も生々しく聞いているので、

是非行政としてここの部分へのフォローをお願いしたいと

考えている。 

前々回の会議でも意見を述べさせていただいたが、全くの

異業種間、ここの会議もそうで、それぞれの仕事は全く違



うがここにこれだけ人がいる。全くの異業種間でも何かし

らマッチングを鑑みれば、人材派遣ではないけれども人の

ロスの部分をうまく有効活用できる部分のではないかと、

常日頃考えていた。その件についても、また今後の課題で

あると思っている。 

奥 崎 委 員 うちの商工会では、未だかつてないほどの額の融資が昨年

度行われた。今日も、21 あおもりさん、県の方が、「青森市

内や弘前市内の方から、倒産寸前だとすごい件数の相談を

受けているけれども三沢市はどうですか」ということで来

ている。三沢市も廃業は出ているが、事業承継というひと

つの手もあるけれども、事業承継というのは何かしらその

企業が新たなものを経営していく必要があり、なかなかそ

こも無理な話で、事業者の方も実際、どの辺で廃業となる

のか、自分でもわからない状況である。先ほど再生支援の

話も出ていたが、やはり、県から来ていたのは、「再生支援

という手があるので、もうお金を返せない、どうにもなら

なくなったという方は、是非商工会の方を通してでも相談

していただければ、金融機関さんの方に全部連絡して、融

資とかの償還についてなど、計画立てることができるので

是非利用していただきたい」とのことであった。 

サテライトオフィスやテレワークが出てきていたが、これ

から少し問題になっていくだろうというのが、結局事業主

の目が届かないという点で、雇用管理が実際できていない

のではないかということで、こういった働き方に関しても、

事業所の方でちゃんとしたガイドラインを作ってやってい

かなければ、色んなトラブルが起こってくるのではないか

と考えている。 

前 田 会 長 今回いただいた意見については、事務局にて取りまとめ、

次回の会議に繋げたいと思います。 

案件⑵については、以上となりますが、ご質問等はござい

ませんでしょうか。 

山 谷 委 員 度 「々行政として」というお言葉が出ていたので、今日は資

料を忘れてきたので詳しいことをお伝え出来ないが、今、

国の方では、コロナ関係の支援策を、今年から少し変えて



いこうとしている。９月からだと思うが、緊急事態宣言が

出ている地域は、雇用調整助成金はそのまま中小企業 10 割

給付という形で続くはずである。それから外れている地域

については、徐々に元の給付率に戻していくというふうに

なるので、100％出ていたのが、第一段階 9 割支給になるは

ずである。そうすると、今まで事業主の方は、休業の手当て

を出していてもそれがそのまま全部バックされてきていた

ので、実際に赤というのはなかったが、今度からは徐々に、

企業さんが自己負担する部分が、雇用調整助成金を使って

いても出てくる。今は、例えば三沢だと、求職者はそんなに

増えていない。リーマンショックの時は、離職した人、求職

者が増えて、それに求人が減ってという形で、非常に就職

しづらい状態であったけれども、令和２年度は、新規の求

職者は増えていなくて求人が減っていて、有効求職者がそ

れなのに増えていっているという状態である。なので、新

規に求職している方が再就職するのが少し厳しくなってき

ている。求人が減ったことによって再就職するのが厳しく

なってきていて、その結果、有効求職者が徐々に増加して

いるというのが、今の三沢管内の状況になっている。 

企業の支援策であるが、補助金や助成金で支援するという

のは徐々に鎮めていって、今何をしようとしているかとい

うと、休業だからと言って外に出て歩くこともできなくて

自宅でただ過ごすとなると、仕事に対する社員のモチベー

ションが下がってくるということが、去年一年間で非常に

分かってきた。国、中央の方の算段では、一気に今注射をす

ることによって、コロナが一気に収まるということはなく

て、コロナの方は収まってきたとしても、各企業さんの方

の業績が回復するのは、二、三年はかかるというような見

通しになっているようである。なので、その二、三年の間

に、今までは何とか助成金などを使って、自分の社員を解

雇せずに持って行ったところが、今後厳しくなってくるで

あろうという見方になっていて、それを解雇しないで繋げ

ていくということで、今年２月から在籍出向の支援事業が

始まっている。これについて、在籍出向をして、出向をさせ



た事業所さんも、出向を受け入れた事業所さんも、例えば

その方がその事業所でお仕事するために、色んな支援をし、

訓練させた場合、その出向に絡んで掛かった経費について

産業雇用安定助成金を出していくことになっている。それ

も含めて、訓練にやはり力を入れなければいけない。異業

種に移るためには、簡単な短期間の訓練、あとは在職をし

ながらできる教育訓練給付のようなものに力を入れていく

ということで、今年のコロナ関係で力を入れているところ

は訓練の増大と、在籍出向を進めることである。在籍出向

については、産業雇用安定センターとうところがあり、そ

こで出向関係のマッチングは進めていくという形になって

いる。また、様々なところから情報を貰わないとそのマッ

チングは成立しない。あとは、県内だけではなくて県外か

らも、ということも考えられるので、色んなところで情報

を拾うために、６月に県として、青森の当局として協議会

を立ち上げて、それに各色々な政府機関、出先機関として、

産業関係、農林水産関係、そして情報関係として金融機関

さんも入っていただく。それで協議会を通して、どのよう

にして情報を回していくか、連携をしていくかを話し合っ

た上で、今はその事業を進めていく途中というところであ

る。 

野 村 委 員 すごく有益な情報だと思って今聞いていたが、この在籍出

向に関して、教育訓練が必要だとなった際に、労働局さん

の助成金は結構厳しくて、半年先のカレンダーを「この日

に出勤する」「何時間勉強する」と作って、そのとおりにや

らないと変更・変更・変更となってしまうのが結構大変で

あった。それで、申請はしたものの結局ポシャっちゃって、

ただただお金を掛けてしまったということが過去にもあっ

たので、その辺の緩和と言うか、やはり仕事をしながら教

えるとなると、月火水出勤、何時から何時まで研修と決め

るのは、なかなかに難しいところなので、すごくいい支援

策だと思うが、その中にこういう部分の緩和策があればい

いと感じている。 

山 谷 委 員 私も資料を簡単にしか見てきていないが、国の助成金はど



れもそうで、本当に自分で言うのもなんだけれども面倒く

さい。本当に添付しなければいけない資料は多いし、チェ

ックしなければいけないものは多いし、申請を受ける側で

も本当に面倒くさい。雇用調整助成金のときも、やはり普

段そういう助成金の申請をし慣れている事業所さんについ

ては、結構入っていきやすくて、雇用調整助成金はなるべ

く早く出せということで、割愛していい作業というかチェ

ックしなくてもいい所や、今までは一人一人全部チェック

しなければいけなかったが抽出でよい等、色々なことで、

なるべく早く支給できるようにという形で国の方でも打っ

ていっているがやはりそれなりに難しいというところで、

社会保険労務士さんに指導を頼んでいた。あまり周知が行

き渡らなかったということがあれば申し訳なかったが、各

ハローワークに、社会保険労務士さんにいらしていただい

て、提出までは代行できないので、作成の指導をずっとや

っていただく。少々時間がかかるので、予約制で指導する

ということを去年やっていた。今の産業雇用安定助成金に

ついても、もし難しいようであれば社労士に委託をするよ

うにという話が来ていたので、その辺りについて、今労働

局の方で検討している段階かと思われる。 

野 村 委 員 難しいというか、書類の作成ということよりも、そのカレ

ンダーどおりにちゃんと接客しながら１時間研修すること

はやはり難しい。その度に変更となるのがなかなか難しい

ので、時間割どおりっていうのが少し緩和されればと思っ

ている。 

前 田 会 長 これで、本日の案件は終了いたしました。 

以上をもちまして本日の会議は終了いたします。 

 


